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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 11,073 26.1 502 ― 727 ― 702 ―

29年3月期第3四半期 8,784 △38.6 △1,669 ― △1,807 ― △2,439 ―

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　1,626百万円 （―％） 29年3月期第3四半期　　△1,436百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 171.11 ―

29年3月期第3四半期 △594.20 ―

※平成29年10月1日を効力発生日として、普通株式10株につき1株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、1株当たり四半期純利益は、前連結会
計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 37,229 31,426 84.4

29年3月期 35,482 30,173 85.0

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 31,420百万円 29年3月期 30,166百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 5.00 ― 4.00 9.00

30年3月期 ― 5.00 ―

30年3月期（予想） ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

※平成29年10月1日を効力発生日として、普通株式10株につき1株の割合で株式併合を実施しております。平成30年3月期第2四半期末の配当は、株式併合前
の株式数に応じて支払われるため、配当金額につきましては、株式併合前の金額を記載しております。平成30年3月期の期末配当につきましては、未定とさせ
ていただきます。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,000 25.7 510 ― 730 ― 680 ― 165.67

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

※平成29年10月1日を効力発生日として、普通株式10株につき1株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、1株当たり当期純利益は、当連結会計
年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料8ページ「(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用)」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 4,138,868 株 29年3月期 4,138,868 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 34,778 株 29年3月期 34,109 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 4,104,554 株 29年3月期3Q 4,104,933 株

※平成29年10月1日を効力発生日として、普通株式10株につき1株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、期末発行済株式数、期末自己株
式数及び期中平均株式数は、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料3ページ「(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

(株式併合後の業績予想について)

　平成29年6月29日開催の第97回定時株主総会において、株式併合に係る議案が可決されております。また、単元株式数及び発行可能株式総数の変更も決
定されております。平成29年10月1日を効力発生日として、普通株式10株につき1株の割合で株式併合を実施し、普通株式1,000株から100株に変更しておりま
す。これに伴い、当連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、1株当たり当期純利益を算定しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の世界経済は、欧米を中心に回復基調が継続しており、また新興国及び資源国にお

いても景気の持ち直しが見られ、総じて緩やかに回復しました。

我が国の経済においても、企業収益及び雇用・所得環境の改善や設備投資と個人消費の持ち直しの動きが見ら

れ、緩やかな回復基調となりました。

このような状況下、当社グループ（当社及び連結子会社）では、コストダウン、製品の拡販及び品質向上等経

営体質の強化に取組んでまいりました。

当第３四半期連結累計期間の業績は、国内外の炭素製品市場において需要回復傾向にあり、需給バランスの改

善が進んだため、前年同期に比べて販売数量が増加しました。また為替レートも概ね円安水準で推移した結果、

売上高は110億７千３百万円となり、前年同期に比べて26.1％の増収となりました。

損益面に関しましては、販売数量の増加、棚卸資産評価損の減少及び更なるコストダウンの取組み、為替の円

安効果によって収益性が改善したため、営業利益は５億２百万円（前年同期は16億６千９百万円の営業損失）、

経常利益は７億２千７百万円（前年同期は18億７百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は７

億２百万円（前年同期は24億３千９百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

なお、当社グループは炭素製品の製造・販売を主な事業とする単一セグメントでありますが、当第３四半期連

結累計期間における製品別の売上高については、次の通りであります。
　

・アルミニウム製錬用カ・アルミニウム製錬用カ・アルミニウム製錬用カ・アルミニウム製錬用カ・アルミニウム製錬用カソードブロッソードブロッソードブロッソードブロッソードブロッククククク

ＬＭＥアルミニウム価格が上昇しており、アルミニウム製錬会社が増産基調にあるため、販売数量が増加しま

した。その結果、売上高は41億７千４百万円となり、前年同期に比べて71.6％の増収となりました。

・人造黒鉛電・人造黒鉛電・人造黒鉛電・人造黒鉛電・人造黒鉛電極極極極極

国内外の好調な鋼材市況により、販売数量が増加し、販売単価も回復傾向となりました。その結果、売上高は

46億４百万円となり、前年同期に比べて17.1％の増収となりました。

・特殊炭素製・特殊炭素製・特殊炭素製・特殊炭素製・特殊炭素製品品品品品

全般的に炭素製品の需要が回復基調にあることから、販売数量が増加したため、売上高は15億１千９百万円と

なり、前年同期に比べて2.1％の増収となりました。

・ファインパウダー及び・ファインパウダー及び・ファインパウダー及び・ファインパウダー及び・ファインパウダー及びその他炭素製その他炭素製その他炭素製その他炭素製その他炭素製品品品品品

リチウムイオン二次電池関係の販売数量が減少したため、売上高は７億７千５百万円となり、前年同期に比べ

て16.8％の減収となりました。

なお、上記金額には消費税等は含まれておりません。
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（２）財政状態に関する説明

総資産は、前連結会計年度末と比較して17億４千７百万円増加して、372億２千９百万円となりました。主な増

加は、所有株式時価の上昇による投資有価証券の増加12億６千３百万円、仕掛品の増加７億９千３百万円および

受取手形及び売掛金の増加７億１千９百万円であり、主な減少は、機械装置及び運搬具（純額）の減少６億５千

５百万円、原材料及び貯蔵品の減少３億６千３百万円および建物及び構築物（純額）の減少２億３千５百万円で

す。

負債は、前連結会計年度末と比較して４億９千４百万円増加して、58億３百万円となりました。主な増加は、

投資有価証券の時価上昇等による繰延税金負債の増加３億７千１百万円および買掛金の増加３億２千６百万円で

あり、主な減少は、環境対策引当金の減少２億１百万円です。

非支配株主持分を含めた純資産は、前連結会計年度末と比較して12億５千３百万円増加して、314億２千６百万

円となりました。主な増加は、その他有価証券評価差額金の増加８億７千３百万円および利益剰余金の増加３億

３千２百万円です。

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の85.0％から84.4％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益は通期予想値と比べ

順調に推移しております。しかし、今後の経済情勢については、先行きの見通しを立てにくい状況となっていま

す。

従いまして、現時点では、平成30年３月期の連結業績予想を変更せず、平成29年11月２日に公表した数値とい

たします。ただし、先行きの見通しが可能となった時点で、修正の必要がある場合は速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,103 5,278

受取手形及び売掛金 3,939 4,658

商品及び製品 1,544 1,731

仕掛品 5,370 6,163

原材料及び貯蔵品 1,480 1,117

その他 207 121

貸倒引当金 △8 △11

流動資産合計 17,637 19,060

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,072 4,836

機械装置及び運搬具（純額） 3,345 2,690

土地 1,273 1,273

建設仮勘定 134 115

その他（純額） 95 81

有形固定資産合計 9,920 8,997

無形固定資産 44 38

投資その他の資産

投資有価証券 7,738 9,001

その他 150 140

貸倒引当金 △8 △8

投資その他の資産合計 7,879 9,134

固定資産合計 17,844 18,169

資産合計 35,482 37,229
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,592 1,918

未払法人税等 15 17

賞与引当金 170 89

その他 419 570

流動負債合計 2,198 2,596

固定負債

繰延税金負債 1,544 1,916

環境対策引当金 337 136

退職給付に係る負債 1,169 1,094

その他 59 59

固定負債合計 3,110 3,206

負債合計 5,308 5,803

純資産の部

株主資本

資本金 5,913 5,913

資本剰余金 5,247 5,247

利益剰余金 15,802 16,135

自己株式 △171 △175

株主資本合計 26,792 27,121

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,697 4,571

退職給付に係る調整累計額 △322 △272

その他の包括利益累計額合計 3,374 4,298

非支配株主持分 6 6

純資産合計 30,173 31,426

負債純資産合計 35,482 37,229
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 8,784 11,073

売上原価 8,983 9,162

売上総利益又は売上総損失（△） △199 1,911

販売費及び一般管理費 1,470 1,408

営業利益又は営業損失（△） △1,669 502

営業外収益

受取利息 18 0

受取配当金 141 164

不動産賃貸料 59 49

為替差益 - 19

雑収入 16 5

営業外収益合計 235 239

営業外費用

支払利息 0 0

不動産賃貸原価 8 7

為替差損 56 -

減価償却費 237 -

雑支出 69 7

営業外費用合計 373 14

経常利益又は経常損失（△） △1,807 727

特別利益

固定資産売却益 46 16

特別利益合計 46 16

特別損失

固定資産除却損 77 26

特別損失合計 77 26

税金等調整前四半期純利益
又は税金等調整前四半期純損失（△）

△1,839 718

法人税等 599 15

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,438 702

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益
又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△2,439 702
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,438 702

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,068 873

退職給付に係る調整額 △66 49

その他の包括利益合計 1,002 923

四半期包括利益 △1,436 1,626

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,436 1,626

非支配株主に係る四半期包括利益 0 0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

[税金費用の計算]

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実

効税率を使用する方法によっております。

（セグメント情報等）

[セグメント情報]

当社及び連結子会社は、炭素製品の製造・販売を主な事業とする単一セグメントであるため、記載を省略し

ております。
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